特定研究の経緯と概要 by 仁藤 敦史
特
定
研
究
の
経
緯
と
概
要
仁
藤
敦
史
　
［
は
じ
め
に
］
　
本
書
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
一
九
九
一
年
度
か
ら
九
三
年
度
に
か
け
て
、
特
定
研
究
「
列
島
内
諸
文
化
の
相
互
交
流
ー
北
部
日
本
に
お
け
る
文
化
交
流
ー
」
（
研
究
代
表
者
阿
部
義
平
・
考
古
研
究
部
）
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
、
古
代
文
献
班
を
中
心
と
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
古
代
文
献
班
共
通
の
課
題
は
、
古
代
の
日
本
列
島
北
部
に
お
け
る
人
と
物
の
交
流
の
実
態
と
そ
の
特
質
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、
列
島
お
よ
び
北
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
関
連
を
重
視
し
て
、
北
方
交
流
資
料
集
の
作
成
を
そ
の
最
大
の
目
的
と
し
た
。
古
代
文
献
班
は
、
特
定
研
究
の
正
式
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
遠
藤
巖
（宮
城
教
育
大
学
）
・
熊
田
亮
介
（
秋
田
大
学
）
・
古
瀬
奈
津
子
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
・
仁
藤
敦
史
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
に
加
え
、
研
究
協
力
者
と
し
て
、
熊
谷
公
男
（
東
北
学
院
大
学
）
・
酒
寄
雅
志
（
國
學
院
大
学
栃
木
短
大
）
・
若
月
義
小
（
立
命
館
大
学
）
・
渡
部
育
子
（
秋
田
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）
・
武
廣
亮
平
（
日
本
大
学
）
ら
の
協
力
を
得
て
活
動
し
た
（
所
属
は
当
時
の
ま
ま
）
。
特
定
研
究
終
了
後
に
お
い
て
も
、
一
九
九
五
年
度
～
一
九
九
七
年
度
に
お
い
て
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
B
）
（
1
）
（
研
究
代
表
者
　
秋
田
大
学
教
育
学
部
教
授
熊
田
亮
介
／
課
題
番
号
0
7
3
0
1
0
4
1
）
に
よ
り
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
本
研
究
報
告
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
本
研
究
報
告
の
成
果
は
十
分
な
も
の
と
は
言
い
が
た
い
が
、
今
後
の
た
た
き
台
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
　
【
目
的
］
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
わ
が
国
の
歴
史
と
文
化
を
解
明
す
る
た
め
、
開
館
以
来
、
歴
史
・
民
俗
・
考
古
お
よ
び
関
連
諸
科
学
の
研
究
者
の
協
業
に
よ
り
、
多
く
の
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
特
定
研
究
は
、
当
面
す
る
重
要
な
課
題
を
選
び
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
に
進
め
る
研
究
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
一
九
九
一
年
度
か
ら
九
三
年
度
に
か
け
て
、
実
施
し
た
特
定
研
究
「
列
島
内
諸
文
化
の
相
互
交
流
」
は
、
列
島
内
各
地
で
生
み
出
さ
れ
た
特
色
あ
る
社
会
と
文
化
を
、
地
域
を
越
え
た
交
流
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
複
眼
的
な
視
点
か
ら
列
島
史
の
再
構
築
を
行
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
関
東
・
北
方
・
南
方
の
三
地
域
が
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
「
北
部
日
本
に
お
け
る
文
化
交
流
」
は
北
方
地
域
の
解
明
を
担
う
研
究
チ
ー
ム
と
し
て
発
足
し
た
。
当
該
研
究
は
い
わ
ゆ
る
蝦
夷
文
化
の
基
盤
形
成
と
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
主
に
五
つ
の
課
題
を
設
定
し
た
。
　
①
蝦
夷
形
成
期
の
文
化
交
流
と
基
盤
形
成
を
示
す
続
縄
文
期
を
中
心
と
し
た
諸
遺
　
　
跡
の
発
掘
調
査
。
②
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
蝦
夷
地
域
に
お
け
る
海
運
と
権
力
形
成
を
示
す
城
　
　
館
・
港
湾
都
市
の
発
掘
調
査
。
③
続
縄
文
期
の
交
流
を
検
証
す
る
出
土
遺
物
の
産
地
分
析
。
④
続
縄
文
期
の
交
流
を
示
す
遺
跡
基
礎
資
料
の
集
成
。
1
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⑤
古
代
の
蝦
夷
を
中
心
と
し
た
北
方
交
流
資
料
集
の
作
成
。
こ
の
う
ち
⑤
の
課
題
を
担
当
す
る
も
の
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
古
代
文
献
班
で
あ
る
。　
古
代
文
献
班
の
課
題
は
、
文
献
史
の
立
場
か
ら
古
代
の
日
本
列
島
北
部
に
お
け
る
人
と
物
の
交
流
の
実
態
と
そ
の
特
質
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
列
島
お
よ
び
北
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
関
連
を
重
視
し
て
、
北
方
交
流
資
料
集
の
作
成
を
そ
の
共
通
の
目
的
と
し
た
。
従
来
の
北
方
史
研
究
に
対
し
て
、
付
加
す
べ
き
新
た
な
研
究
視
角
と
し
て
は
列
島
北
部
お
よ
び
そ
の
他
の
地
域
と
の
交
流
を
示
す
木
簡
・
漆
紙
文
書
・
墨
書
土
器
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
の
集
成
、
環
日
本
海
地
域
の
交
流
を
示
す
外
国
史
料
の
集
成
、
特
徴
的
な
北
方
文
物
資
料
と
の
対
比
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
　
［
組
織
］
（
所
属
は
原
則
と
し
て
一
九
九
三
年
当
時
、
※
は
研
究
代
表
者
）
古
代
文
献
班
　
遠
　
藤
　
巖
　
宮
城
教
育
大
学
教
育
学
部
　
教
授
（
中
世
史
）
　
熊
田
亮
介
　
秋
田
大
学
教
育
学
部
　
教
授
（
古
代
史
）
　
古
瀬
奈
津
子
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
　
助
教
授
（
古
代
史
）
※
仁
藤
敦
史
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
　
助
手
（
古
代
史
）
研
究
協
力
者
　
熊
谷
公
男
　
渡
部
育
子
　
小
口
雅
史
　
若
月
義
小
　
武
廣
亮
平
　
酒
寄
雅
志
（ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
東
北
学
院
大
学
文
学
部
　
助
教
授
（
古
代
史
）
秋
田
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
　
助
教
授
（
古
代
史
）
法
政
大
学
文
学
部
　
助
教
授
（
古
代
史
）
立
命
館
大
学
　
非
常
勤
講
師
（
古
代
史
）
日
本
大
学
文
理
学
部
　
助
手
（
古
代
史
）
國
學
院
大
学
栃
木
短
大
　
助
教
授
（
古
代
史
）
［研
究
期
間
］
一
九
九
一
年
度
～
一
九
九
三
年
度
　
［
経
過
］
一
九
九
二
年
度
第
一
回
研
究
会
　
九
月
一
二
～
＝
二
日
　
秋
田
県
秋
田
市
ふ
き
み
会
館
　
一
二
日
　
　
渡
部
育
子
「
古
代
の
出
羽
国
に
つ
い
て
」
　
　
熊
谷
公
男
「
古
代
の
蝦
夷
」
　
　
研
究
報
告
を
め
ぐ
る
討
議
　
　
史
料
集
に
つ
い
て
の
検
討
　
一
三
日
　
　
酒
寄
雅
志
「
渤
海
国
の
史
的
展
開
」
　
　
若
月
義
小
「
高
句
麗
滅
亡
前
後
の
東
北
ア
ジ
ア
情
勢
と
粛
慎
・
駄
輻
」
　
　
研
究
報
告
を
め
ぐ
る
討
議
　
　
現
地
見
学
　
秋
田
城
第
二
回
研
究
会
　
三
月
一
九
～
二
〇
日
　
福
島
県
い
わ
き
市
い
わ
き
東
急
イ
ン
　
一
九
日
　
　
熊
田
亮
介
「
北
方
交
流
資
料
集
　
抄
出
基
準
に
つ
い
て
」
　
　
「
北
方
交
流
資
料
集
」
を
め
ぐ
る
討
議
　
二
〇
日
　
　
現
地
見
学
　
い
わ
き
市
文
化
セ
ン
タ
ー
「
古
代
陸
奥
国
と
い
わ
き
の
歴
史
展
」
　
　
見
学
一
九
九
三
年
度
第
一
回
研
究
会
九
月
二
九
～
三
〇
日
　
宮
城
県
仙
台
市
K
K
R
ホ
テ
ル
仙
台
2
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二
九
日
　
　
「
北
方
交
流
資
料
集
」
を
め
ぐ
る
討
議
　
三
〇
日
　
　
「
北
方
交
流
資
料
集
」
を
め
ぐ
る
討
議
第
二
回
研
究
会
　
三
月
一
八
～
一
九
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
一
八
日
　
　
「北
方
交
流
資
料
集
」
を
め
ぐ
る
討
議
　
一
九
日
　
　
「北
方
交
流
資
料
集
」
を
め
ぐ
る
討
議
　
　
論
文
集
の
体
裁
の
検
討
　
　
「
北
方
交
流
資
料
集
」
採
録
基
準
外
国
使
官
職
表
、
地
図
な
ど
も
付
し
た
が
、
北
方
交
流
史
理
解
の
助
け
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
本
資
料
集
が
主
に
依
拠
し
た
先
行
史
料
集
と
し
て
は
、
高
橋
崇
氏
が
編
纂
さ
れ
た
『
蝦
夷
史
料
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
七
年
）
が
あ
る
が
、
越
後
・
佐
渡
や
外
国
史
料
を
含
め
た
増
補
版
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
形
で
公
表
す
る
こ
と
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ド
取
り
や
編
集
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
学
生
・
院
生
の
方
々
に
も
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
　
な
お
、
一
九
九
五
～
九
七
年
度
に
お
い
て
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
B
）
（
1
）
（
研
究
代
表
者
　
秋
田
大
学
教
育
学
部
教
授
熊
田
亮
介
／
課
題
番
号
0
7
3
0
1
0
4
1
）
に
よ
り
研
究
を
継
続
し
た
。
　
［
成
果
と
反
省
］
　
各
研
究
分
担
者
に
得
意
の
分
野
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
広
い
視
野
か
ら
北
方
地
方
の
文
化
交
流
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
『
北
方
交
流
資
料
集
』
の
採
録
基
準
や
分
担
を
定
め
、
具
体
的
な
カ
ー
ド
取
り
の
作
業
を
行
っ
た
。
資
料
集
作
成
の
具
体
的
な
動
き
は
、
第
二
年
度
以
降
に
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
正
規
の
研
究
期
間
中
に
は
十
分
な
活
動
が
で
き
ず
、
カ
ー
ド
の
編
集
に
は
思
い
の
ほ
か
時
間
を
要
し
た
。
本
来
な
ら
ば
自
治
体
史
の
県
史
レ
ベ
ル
の
編
纂
体
制
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
日
に
集
成
し
た
た
め
、
各
種
刊
本
史
料
の
切
り
張
り
に
終
始
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
十
分
な
校
合
は
不
可
能
で
あ
り
、
誤
り
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
資
料
集
は
資
料
リ
ス
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
付
録
と
し
て
北
方
地
域
に
関
係
す
る
文
献
リ
ス
ト
、
文
武
官
人
の
官
職
補
任
表
、
3
